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（単位：百万円）

貸出条件緩和債権

三月以上延滞債権

要 管 理 債 権

95

△ 150

-

-

11,448

11,392

-

「正常債権」

債務者の財政状況及び経営成績に特に問題がないものとして、上記に掲げる債権以外のものに区分される債権をいいます。

｢危険債権」

「三月以上延滞債権」

元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で、破産更生債権及びこれらに準ずる債権及び危
険債権に該当しないものをいいます。

-

「要管理債権」

「三月以上延滞債権」と「貸出条件緩和債権」の合計額をいいます。

　平素より、私どもＪＡ晴れの国岡山をご利用、お引き立ていただきまして厚くお礼申し上げます。

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の
受取りができない可能性の高い債権をいいます。

617 712

　さて、このたび当ＪＡでは半期（9月末）ディスクロージャーを以下の項目について開示いたしますので、皆さまの
当ＪＡに対するご理解を深めていただければ幸いに存じます。
　今後とも、みなさまに信頼されるJAとして努力してまいりますので、一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申
し上げます。

317,935

合 計

正 常 債 権

破産更生債権および
これらに準ずる債権

危 険 債 権

｢破綻更生債権およびこれらに準ずる債権」

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれら
に準ずる債権をいいます。

319,430

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年12月

債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債
務者に有利になる取決めを行った貸出金で、破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権及び三月以上延滞債権に該当
しないものをいいます。

「貸出条件緩和債権」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晴れの国岡山農業協同組合

令和4年9月末令和4年3月末債　権　区　分 増　　減

- -

-

308,037

306,487

931 781

- -

令和4年度半期ディスクロージャー

農協法に基づく開示債権の状況
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※記載金額の端数処理

金融再生法開示債権、主要勘定の状況、有価証券等時価情報、リスク管理債権残高の記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。その
ため、内訳金額を合計した金額が合計欄記載の金額と一致しない場合があります。なお、金額が0の科目については「-」、百万円未満の科目につ
いては「0」で表示しています。

差　額

（単位：百万円）

令和4年9月末（見込）

307,674

平成19年3月末より、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成18年金融庁・農林水産省告示2号）
の規定に基づいて自己資本比率を算定しています。

区        分

時　価

令和3年9月末 令和4年3月末

令和4年3月末

319,100

1,006,371

12.77% 12.99%

貸 出 金

令和4年9月末

貯 金 1,359,886 1,356,201

令和4年3月末 令和4年9月末

種　　類

1,355,737

56,212 57,442

貸借対照表
計上額

時　価

303,522

（単位：百万円）

△ 132満 期 保 有 目 的

預 金

有 価 証 券

966,711

39,982

差　額

980,482

＜満期保有目的の債券＞

貸借対照表
計上額

7,054 7,018

9月末の有価証券の時価は9月末日における市場価格等に基づく時価としています。

貸借対照表
計上額

取得原価
又は償却原価

△ 35 6,905 6,773

差　額
種　　類

令和4年3月末 令和4年9月末

＜その他有価証券＞

【有価証券】

貸借対照表
計上額

差　額

53,719

取得原価
又は償却原価

49,158そ の 他 50,241 △ 3,183△ 1,083 50,536

単体自己資本比率（国内基準適用）

主要勘定の状況

有価証券等時価情報



　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　

　　　　　

　　　　　

②青色申告サポート体制の拡充

①農業の担い手確保、育成に向けた営農指導、サポート体制の強化

②担い手農家への産地実態に応じた農作業など労働力の支援

③新規就農者などの確保、育成

④生産者組織活動の活性化

⑤集落営農の組織化、法人化、広域連携

④農業経営事業

(3)販売を起点とした生産拡大の取り組み

③農業生産トータルコスト低減の取り組み

②統括本部エリアを超えた広域的な生産販売の取り組み

①担い手農家の類型化と階層別支援及び既存組織支援の充実

④消費者との信頼を築く食の安全確保対策の徹底

③知的財産権活用による販売の拡大

JA役職員の地域農業振興への思いなくして、「組合員・農業・地域」の元気なし

JAの営農指導等総合事業の発揮なくして、地域農業の活性化なし

(1)農業振興に向けた2030年度までの目標数値

岡山県の農業産出額に対する販売品取扱高のシェア率→20％以上

販売品取扱高目標→300億円以上

(2)農業の担い手育成支援の充実

地域の農業振興なくして、JAの存在意義なし

JA晴れの国岡山　「統一ブランド」「地域ブランド」「新規ブランド」　作って元気！食べて元気！

農業振興ビジョン（目指す姿）

①消費者(実需者)ニーズに対応する生産販売の方向

～「JA晴れの国岡山」産の農畜産物が、みんなを元気にする～

スローガン

農業振興戦略

③農業者の安全と経営の安心

②鳥獣被害対策

①農用地の遊休防止対策

(5)次世代へつなげる農業環境の整備

(4)JA総合力を発揮する実践体制の充実

農業振興活動
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貯金積金残高

貯金商品

地元企業とコラボし、県産白桃を使ったオリジナルのバーム
クーヘンを発売

くらしき作陽大学と野菜の消費拡大を目指す「さくよう健康な
おやつコンテスト」を共催

小学校へ「子ども110番の家」の目印となるカラーコーンを寄
贈

警察署と連携し交通安全教室の開催

小学校へ教材「農業とわたしたちのくらし」を贈呈

市町村へ交通安全機器を贈呈

25,728百万円

総合口座・普通貯金・当座貯金・貯蓄貯金・定期積金・定期貯金
等

1,355,737百万円

准組合員

出資金　：

協同組織の特性

組合員数： 正組合員

組合員数・出資金

91,950人 51,187人

農業振興活動・文化的・社会的貢献に関する事項（地域とのつながり）

地域からの資金調達の状況

地域への資金供給の状況

全般に関する事項

　当組合は「組合員・地域・役職員、みんなが元気になる農業・地域の創造へ」を経営理念とし、組
合員・利用者・地域のみなさまとのつながりを第一に、よりよいサービスを提供し続けるJAとして社
会的責任を果たします。

融資商品

文化的・社会的貢献
に関する事項

貸出金残高

県北部の農産物を県南部の直売所へ届ける集荷便の運行

新鮮でおいしいお米をいつでも安全安心に提供する、晴ればれ
直行便「つきたて!!お米市場」の開設

肥料高騰に対する緊急消費拡大対策の打ち出し

一般資金(貯金担保・共済担保)・住宅ローン・マイカーローン
等

設備投資、経営規模の拡大、新規作物の導入等、地域農業の担
い手のみなさまのご要望に応えるため次のような資金を取扱っ
ています。
農業近代化資金・農業改良資金・日本政策金融公庫資金　等

319,100百万円

JA統一版の農薬ハンドブックを発行

店舗体制 ・98支店

利用者ネットワーク化
への取り組み

年金友の会

グラウンドゴルフ大会の開催

女性部・フレッシュミズの活動

情報提供活動 広報誌(晴ればれ)の発行

農業青色申告会

HP、SNS(Twitter,Instagram)の更新 等

農業振興活動

制度融資取扱状況

地域貢献情報


